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特 集 １

６
月
定
例
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
の
審
議
結
果

特 集 ２

利
用
再
開
へ
進
む

大
日
影
ト
ン
ネ
ル
遊
歩
道
補
修
工
事

契
約
締
結

　

令
和
５
年
甲
州
市
議
会
６
月
定
例
会
は
、
６
月
８
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の
23
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
、
条
例
案
な
ど
11
件
の
事
件
に
つ

い
て
慎
重
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
議
決
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

◆
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
施
設
設
置

及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正

は
、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
の
利
用

増
加
を
目
的
に
、
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
の
お
試
し
利
用
制

度
を
実
施
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

令
和
５
年
７
月
か
ら
お
試
し
利

用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

◆
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管

理
条
例
の
一
部
改
正
は
、
令
和

５
年
度
末
を
も
っ
て
大
和
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
廃
止
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
う
必
要
が
あ

り
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
大
和

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
入
浴
機
能

を
備
え
た
福
祉
施
設
で
あ
る

が
、
建
設
か
ら
20
年
以
上
が
経

過
し
、
温
泉
機
器
の
自
動
制
御

盤
等
の
設
備
が
老
朽
化
し
て
お

り
、
利
用
者
数
の
状
況
や
自
動

制
御
盤
更
新
費
用
を
含
む
修
繕

費
お
よ
び
管
理
運
営
費
か
ら
み

た
費
用
対
効
果
を
考
慮
し
、
令

和
５
年
度
末
を
も
っ
て
廃
止
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◆
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
は
、
５
３
５

６
万
８
０
０
０
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
９
９
億
５
０
８
２
万

２
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。
主

な
歳
出
内
容
は
、
民
生
費
に
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
物
価
高
騰

対
策
支
援
金
支
給
事
業
費
等
と

し
て
３
０
３
４
万
９
０
０
０

円
、
衛
生
費
に
地
域
医
療
機
関

物
価
高
騰
対
策
支
援
金
と
し
て

９
５
０
万
円
、
商
工
費
に
交
流

保
養
セ
ン
タ
ー
大
菩
薩
の
湯
サ

ウ
ナ
室
改
修
工
事
費
と
し
て
２

５
８
万
５
０
０
０
円
、
消
防
費

に
防
火
水
槽
整
備
事
業
費
等
と

し
て
３
６
５
万
６
０
０
０
円
、

教
育
費
に
文
化
財
保
護
事
業
費

等
と
し
て
７
１
７
万
８
０
０
０

円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。
主

な
歳
入
内
容
は
、
国
庫
支
出
金

に
３
１
１
４
万
３
０
０
０
円
、

繰
越
金
に
１
９
６
５
万
８
０
０

０
円
、
諸
収
入
に
２
０
９
万
２

０
０
０
円
、
市
債
に
４
１
０
万

円
を
追
加
し
、
繰
入
金
を
４
３

０
万
円
減
額
す
る
も
の
で
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
請
負
契
約
の
締
結
（
塩
山
中

学
校
大
規
模
改
造
工
事
（
建
築

主
体
工
事
））
は
、
塩
山
中
学

校
の
建
築
に
係
る
改
造
工
事
を

行
う
も
の
で
、
事
後
審
査
型
条

件
付
き
一
般
競
争
入
札
を
行

い
、
請
負
金
額
３
億
１
９
０
０

万
円
で
、
植
野
興
業
・
石
川
工

務
所
甲
州
市
立
塩
山
中
学
校
大

規
模
改
造
工
事
（
建
築
主
体
工

事
）
共
同
企
業
体
と
仮
契
約
を

締
結
し
た
も
の
で
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

現在閉鎖されている大日影トンネル
観光スポットとしての再開が待ち望まれる

◆
請
負
契
約
の
締
結
（
大
日
影

ト
ン
ネ
ル
遊
歩
道
補
修
工
事
）

は
、
大
日
影
ト
ン
ネ
ル
遊
歩
道

の
補
修
工
事
を
行
う
も
の
で
、

事
後
審
査
型
条
件
付
き
一
般
競

争
入
札
を
行
い
、
請
負
金
額
２

億
４
４
２
０
万
円
で
、
昭
和
建

設
・
高
野
建
設
大
日
影
ト
ン
ネ

ル
遊
歩
道
補
修
工
事
共
同
企
業

体
と
仮
契
約
を
締
結
し
た
も
の

で
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
定
例
会
に
お
い
て
委
員
会

の
構
成
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

（
◎
委
員
長
、
〇
副
委
員
長
）

◆
議
会
運
営
委
員
会

◎
日
向　

正　
　

〇
葊
瀬
明
弘

　

丸
山
国
一　
　
　

中
村
勝
彦

　

青
柳
好
文　
　
　

髙
野
浩
一

　

小
林
真
理
子　
　

平
塚　

悟

委
員
会
の

構
成
を
変
更

　令和５年５月に甲州市内のすべての小中学校において、地方自治や議会の役割、仕
組みについて説明する甲州市議会議員による出前授業を開催いたしました。今回が初
の試みになった出前授業は、議会をより身近に感じてもらうため、本会議や委員会な
ど市議会の概要について説明しました。質疑応答の時間も設け、児童・生徒からのさ
まざまな質問に議員が直接答えました。質問を通して、私たち議員にとっても身近な
問題について再確認する良い機会となりました。

小中学生が市議会の仕組みを学ぶ

出前授業しました！出前授業しました！
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子
ど
も
た
ち
の
郷
土
教
育
へ

偉
人
の
マ
ン
ガ
を
作
成

　

４
月
21
日
、
５
月
９
日
に
臨

時
会
が
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計

補
正
予
算
案
な
ど
に
つ
い
て
慎

重
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
議
決

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

●
４
月
21
日
開
催

◆
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
は
、
３
９
５

３
万
８
０
０
０
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
９
７
億
１
９
５
３
万

８
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。
歳

出
内
容
は
民
生
費
に
子
育
て
世

帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
給
付

事
業
費
と
し
て
３
９
５
３
万
８

０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入
と

し
て
国
庫
支
出
金
に
同
額
を
追

加
す
る
も
の
で
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

●
５
月
９
日
開
催

◆
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
は
、
１
億
７

７
７
１
万
６
０
０
０
円
を
追
加

し
、
総
額
を
１
９
８
億
９
７
２

５
万
４
０
０
０
円
と
し
ま
し

た
。
歳
出
内
容
は
総
務
費
に
情

報
化
推
進
費
と
し
て
２
４
７
８

万
５
０
０
０
円
、
民
生
費
に
電

力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高

騰
重
点
支
援
給
付
金
給
付
事
業

費
等
と
し
て
１
億
４
９
５
０
万

７
０
０
０
円
、
教
育
費
に
ふ
る

さ
と
ゆ
か
り
の
偉
人
マ
ン
ガ
製

作
と
活
用
事
業
と
し
て
３
４
２

万
４
０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳

入
と
し
て
国
庫
支
出
金
に
１
億

１
７
４
８
万
３
０
０
０
円
、
県

支
出
金
に
３
５
６
０
万
円
、
繰

越
金
に
１
５
６
３
万
３
０
０
０

円
、
諸
収
入
に
９
０
０
万
円
を

追
加
す
る
も
の
で
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

◆
日
川
渓
谷
緑
の
村
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
改
正
は
、
物

価
の
高
騰
等
に
よ
り
経
費
が
増

大
し
て
い
る
日
川
渓
谷
レ
ジ
ャ

ー
セ
ン
タ
ー
の
適
切
な
運
営
を

確
保
す
る
た
め
、
ま
た
、
峡
東

漁
業
協
同
組
合
が
定
め
て
い
る

遊
漁
料
を
勘
案
し
、
つ
り
場
施

設
の
使
用
料
の
基
準
額
を
引
き

上
げ
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
う
必
要
が
あ
り
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
川

渓
谷
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
釣

り
料
金
が
６
月
１
日
か
ら
変
更

と
な
り
ま
し
た
。

　丸山国一議員と中村勝彦議員は、市議会
議員として 20 年以上の長きにわたり市政の
発展に尽くされ、市政の進展に寄与したと
して全国市議会議長会より表彰されました。

重川に架かる雨敬橋
雨宮敬次郎を題材としたマンガを作成し、小中学校等へ配布予定

議案
番号

議員名

案件名

議
会
広
報

掲
載
ペ
ー
ジ

荻
原　

哲
也

有
賀　

公
子

佐
藤　

浩
美

小
野　

公
秀

矢
崎　

友
規

相
沢　

俊
行

平
塚　
　

悟

小
林
真
理
子

飯
島　

孝
也

髙
野　

浩
一

青
柳　

好
文

高
畑　

一
幸

廣
瀬　

明
弘

岡
部
紀
久
雄

日
向　
　

正

中
村　

勝
彦

丸
山　

国
一

結　
　
　

果

臨時会
(４月)

承認案

承認
第１号

専決処分の承認を求めることについて
（甲州市税条例等の一部を改正する条例制定）

欠
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

欠
○ ○ 議　

長

○ ○ ○承認
承認

第２号
専決処分の承認を求めることについて（甲州市地域経済牽引
事業促進区域における固定資産税の課税免除に関する条例の
一部を改正する条例制定）

補正
予算案

議案
第41号 令和５年度甲州市一般会計補正予算（第１号） P.  4

P.17 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

臨時会
(５月)

条例案

議案
第42号 甲州市印鑑条例の一部を改正する条例制定について P.18

欠
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議　

長

○ ○ ○
可決議案

第43号
甲州市日川渓谷緑の村設置及び管理条例の一部を改正する
条例制定について

P.  4
P.19

補正
予算案

議案
第44号 令和５年度甲州市一般会計補正予算（第２号） P.  4

P.17 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６
月
定
例
会

条例案

議案
第45号

甲州市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例及び甲州市家庭的保育事業等の設
備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
制定について

P.19

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

欠

○

議　
　

長

○ ○ ○可決議案
第46号 甲州市税条例の一部を改正する条例制定について P.18

議案
第47号

甲州市福祉センター設置及び管理条例の一部を改正する条例
制定について

P.  3
P.19

議案
第48号

甲州市シェアオフィス施設設置及び管理条例の一部を改正す
る条例制定について

P.  3
P.18

補正
予算案

議案
第49号 令和５年度甲州市一般会計補正予算（第３号） P.  3

P.17 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

その他
の案件

議案
第50号

請負契約の締結について
（大日影トンネル遊歩道補修工事）　※初日議決

P.  3
P.18

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決
議案

第51号
請負契約の締結について

（甲州市立塩山中学校大規模改造工事（建築主体工事））
※初日議決

P.  3
P.18

人事案 議案
第52号 人権擁護委員の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○同意

報告
事項

報告
第１号 令和４年度甲州市一般会計継続費繰越計算書について

報告
第２号 令和４年度甲州市一般会計繰越明許費繰越計算書について － － － － － － － － － － － － － － － － －

報告
第３号 令和４年度甲州市一般会計事故繰越し繰越計算書について

（賛成＝○　反対＝●　退席＝△　欠席＝欠）

令和５年　　　　　議案等議決結果一覧表臨時会 (4,5 月）
６月定例会

臨
時
会（
４
、
５
月
）レ
ポ
ー
ト

議
案
の
審
議
結
果

20 年以上の貢献
　全国市議会議長会から表彰

中村勝彦 議員　　丸山国一 議員

利用区分 名称 改正前 改正後

大人
ます 2,400 円

3,000 円
やまめ 2,930 円

小人
ます 1,460 円

2,000 円
やまめ 1,880 円

日川渓谷レジャーセンター
つり場施設の使用料の基準額

将来を担う子どもたちが議会の体験を通し、
市政や地域、社会に関心を深め、主体性と地
域への愛着と誇りを育んでいただくお手伝い
をさせていただきます。各学校の代表者が実
際に議場で議員などの役割を体験します。

市政
地域 社会

SDGs 夢

子どもたちが主役！
市長・議長・議員を体験！子ども議会開催！！

８月３日開催

議 会 ト ピ ッ ク ス

※傍聴について（各先着 10 名まで）
　　・午前 (10:30 ～ 11:30)
　　・午後 (14:30 ～ 15:30)
※後日、ＣＡＴＶでの放映があります。
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議員

答
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屈
折
検
査
機
の
導
入
を

早
期
の
導
入
に
向
け
調
整
を
進
め
る

有賀　公子
公明党

産前・産後ママのほっとスペース
（市ＨＰ）

問　

３
歳
児
健
診
で
の
目
の
検

査
の
重
要
性
に
つ
い
て
保
護
者

へ
の
周
知
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

答　

３
歳
児
健
診
は
市
の
実
施

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
視

力
検
査
は
実
施
し
て
い
る
。
健

診
通
知
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
同

封
し
、
健
診
日
に
保
健
師
が
説

明
し
受
診
率
の
向
上
に
努
め
て

い
る
。

問　

３
歳
児
健
診
で
の
屈
折
検

査
は
弱
視
や
斜
視
な
ど
の
目
の

異
常
を
早
期
に
発
見
で
き
る
重

要
な
検
査
で
あ
り
、
乳
幼
児
期

の
早
い
段
階
で
異
常
を
見
つ
け
、

治
療
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
屈
折
検
査
は
短
時
間
で
終

了
し
、
受
診
者
の
体
へ
の
負
担

も
少
な
い
。
日
本
眼
科
学
会
も

推
奨
し
て
お
り
、
各
地
で
導
入

さ
れ
て
い
る
が
市
の
考
え
は
。

答　

他
の
自
治
体
で
は
視
能
訓

練
士
に
依
頼
し
、
機
器
を
借
り

受
け
る
形
で
実
施
し
て
い
る
が
、

眼
科
に
特
化
し
た
専
門
職
で
な

く
て
も
検
査
が
可
能
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
市
町
村

向
け
の
詳
細
な
手
引
書
も
発
刊

さ
れ
て
お
り
、
早
期
導
入
に
向

け
て
調
整
を
進
め
て
い
る
。

問　

高
齢
者
の
買
物
や
移
動
支

援
は
重
要
な
課
題
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
11
番
目
の
目
標
に
も
関
連

し
て
い
る
。
地
域
ご
と
に
対
策

を
検
討
し
、
介
護
事
業
者
な
ど

と
連
携
し
た
買
物
支
援
の
取
り

組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

移
動
ニ
ー
ズ
は
買
物
や
通

院
が
主
な
目
的
で
、
市
民
バ
ス

や
タ
ク
シ
ー
が
利
用
さ
れ
て
い

る
。
運
転
免
許
を
返
納
し
た
方

へ
市
民
バ
ス
の
回
数
券
配
布
等
、

バ
ス
の
利
用
促
進
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
移
動
手
段
に
制
限

が
あ
る
方
は
地
域
の
状
況
を
考

慮
し
、
関
係
部
署
と
協
力
し
て

研
究
し
て
い
く
。

出
産
後
の

環
境
の
整
備
を

問　

０
歳
児
か
ら
２
歳
児
を
対

象
と
し
た
支
援
の
状
況
に
つ
い

て
問
う
。

答　

産
後
の
支
援
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
新
生
児
訪
問
や
乳
児

全
戸
訪
問
、
育
児
学
級
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域

全
体
で
子
育
て
支
援
す
る
体
制

づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

問　

伴

※

走
型
相
談
支
援
の
取
り

組
み
と
課
題
は
。

答　

妊
娠
届
出
時
の
面
談
は
１

０
０
％
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

出
生
後
は
81
・
５
％
と
な
っ
て

い
る
。

問　

大
和
自
然
学
校
の
今
後
の

方
針
は
。 

答　

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で

お
り
、
指
定
管
理
者
の
継
続
募

集
を
行
わ
な
い
方
向
で
検
討
し

て
い
る
。
今
後
は
日
川
渓
谷
レ

ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
他
の
自

然
体
験
が
で
き
る
施
設
の
利
用

促
進
を
し
て
い
く
。

問　

帯
状
ほ
う
し
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
助
成
の
考
え
は
。

答　

任
意
接
種
で
あ
り
、
現
在
、

国
に
お
い
て
定
期
予
防
接
種
に

追
加
す
べ
き
か
ど
う
か
検
討
さ

れ
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
は
接
種

で
き
な
い
方
な
ど
も
い
る
た
め
、

助
成
に
つ
い
て
は
慎
重
な
検
討

が
必
要
で
あ
る
。

目の異常の早期発見につながる検査機器の導入が
望まれている（写真は３歳児健診の様子）

※妊娠・出産・子育てまで一貫して寄り添った支援のこと

１０人の議員が
市政を問う！

会議録検索
システム

※一般質問の発言順序は抽選により決定しています。

質問議員 質問内容 ページ

有賀　公子
（公明党）

①３歳児健診での屈折検査導入
②住みよいまちづくり
③安心して子育てが出来るまちづくり
④子供たちの未来を育む豊かな自然体験
⑤帯状疱疹予防ワクチン

7

葊瀬　明弘
（フォーラム進夢）

①世界農業遺産認定
②日本遺産の取り組み
③レンタサイクルぐるりん
④路面標示を取り入れる考えはあるか
⑤ PayPay 還元キャンペーンを開催する考えは
⑥塩山駅南口に防犯カメラの設置を考えているのか

8

佐藤　浩美
（日本共産党）

①子育て・教育への経済的支援策
②不登校にかかわる課題
③職員がいきいきと働き続けるために
④若者の命とプライバシーを守るために

9

日向　正
（みらい政友会）

①甲州市の２次産業、３次産業の開発支援
②市民提案型協働のまちづくり補助金制度
③図書館について
④ゼロカーボンシティ実現

10

平塚　悟
（みらい政友会）

①交通安全対策
②医療経営改善支援事業
③勝沼ぶどう郷駅と周辺の整備
④友好都市との交流事業
⑤葡萄の開花異常

11

中村　勝彦
（政和クラブ）

①公有財産の活用計画
②他市との連携 12

相沢　俊行
（甲州希望の会）

①安心と希望を持って暮らせるまちづくり
②�安心と希望の持てる暮らしに必要な政策経費確保に向けて
の財政改革・経費削減策
③�歳入増を目指した企業誘致、スタートアップ支援及び「勝
沼ぶどうの丘」への民間の力導入

13

飯島　孝也
（市民ハーモニー）

①農村振興
②地域活性化と公共施設 14

丸山　国一
（フォーラム進夢）

①防災について
②空き建物
③世界農業遺産

15

小林　真理子
（市民ハーモニー）

①補聴器助成
②公有財産の活用
③部活動等での移動
④防災について

16

　
６
月
定
例
会
で
は
、
産
業
・
教
育
・

福
祉
な
ど
市
政
全
般
に
わ
た
り
、
６
月

19
日
・
20
日
の
２
日
間
、
一
般
質
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝

え
し
ま
す
。

　
詳
細
な
内
容
は
、
甲
州
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
の
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
６
月
定
例
会
会

議
録
を
市
立
図
書
館
な
ど
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。
掲
載
・
発
行
は
い
ず
れ
も
９
月

上
旬
の
予
定
で
す
。



問

議員

答問

議員

答
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葊瀬　明弘
フォーラム進夢

世
界
農
業
遺
産
専
門
の
職
員
を

配
置
す
る
考
え
は

有
識
者
と
職
員
が
連
携
を
密
に
取
る

体
制
を
堅
持
し
て
い
く

問　

世
界
農
業
遺
産
保
全
計
画

の
内
容
に
つ
い
て
。

答　

内
容
を
例
示
す
る
と
、
生

物
多
様
性
の
維
持
に
は
多
岐
に

わ
た
る
品
種
維
持
や
新
品
種
の

育
成
、
草
生
栽
培
の
実
践
な
ど

が
、
ま
た
、
地
域
の
伝
統
的
知

識
シ
ス
テ
ム
の
継
承
に
は
担
い

手
の
確
保
や
育
成
対
策
の
推
進
、

知
識
伝
承
の
機
会
の
提
供
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。
計
画
に
沿
っ

て
実
践
し
て
い
く
こ
と
に
加
え
、

農
産
物
や
地
域
自
体
の
価
値
を

高
め
る
活
動
を
推
進
す
る
。

問　

世
界
農
業
遺
産
専
門
の
職

員
配
置
に
つ
い
て
。

答　

現
地
調
査
対
応
や
資
料
の

作
成
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
な

ど
様
々
な
場
面
で
学
術
的
知
識

を
有
す
る
方
の
力
を
借
り
て
進

め
て
き
た
。
今
後
も
有
識
者
と

職
員
が
連
携
を
密
に
取
る
体
制

を
堅
持
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問　

３
つ
の
日
本
遺
産
（
甲
州

市
は
構
成
自
治
体
の
一
つ
）
の

現
状
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答　

協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
発
信
、
ま
た
、
地
域
イ
ベ
ン

ト
や
博
物
館
で
の
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。

問　

担
当
す
る
生
涯
学
習
課
と

他
部
署
の
連
携
に
つ
い
て
。

答　

他
市
と
の
交
流
も
増
え
て

お
り
、
既
に
観
光
商
工
課
や
ぶ

ど
う
の
丘
と
の
連
携
を
重
ね
て

い
る
。
今
後
も
関
係
課
と
連
携

し
、
日
本
遺
産
に
関
わ
る
イ
ベ

ン
ト
に
対
応
し
て
い
く
。

問　

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
利
用

状
況
を
確
認
し
た
い
。

答　

令
和
４
年
度
に
ス
ポ
ー
ツ

タ
イ
プ
を
増
設
し
現
状
は
55
台

で
、
令
和
２
年
度
は
１
６
６
５

人
、
３
年
度
は
１
９
８
０
人
、

４
年
度
は
２
６
４
９
人
で
あ
る
。

問　

峡
東
３
市
で
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　

笛
吹
市
は
「
石
和
温
泉
旅

館
協
同
組
合
」
が
、
山
梨
市
は

駅
前
「
街
の
駅
」
が
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
事
業
を
行
っ
て
お
り
運

営
方
法
な
ど
が
異
な
る
た
め
連

携
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

問　

歩
道
の
路
面
標
示
を
取
り

入
れ
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

目
的
地
の
名
所
や
公
共
機

関
等
へ
の
路
面
標
示
は
、
道
路

交
通
法
に
基
づ
い
た
設
置
で
あ

る
こ
と
や
国
道
や
県
道
な
ど
各

道
路
管
理
者
や
関
係
機
関
と
の

協
議
が
必
要
と
な
る
。
今
後
の

検
討
と
し
た
い
。

問　

小
規
模
事
業
者
の
事
業
支

援
と
し
て
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
還

元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答　

全
て
の
市
民
へ
の
支
援
と

電
子
決
済
に
対
応
で
き
な
い
中

小
事
業
者
の
支
援
も
考
え
、
こ

れ
ま
で
商
品
券
事
業
を
選
択
し

て
き
た
。
補
助
金
や
商
工
振
興

資
金
貸
付
事
業
な
ど
を
行
っ
て

お
り
、
引
き
続
き
小
規
模
事
業

者
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

問　

塩
山
駅
南
口
に
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

塩
山
駅
前
交
番
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
店
舗
の
営
業
、
バ

ス
や
タ
ク
シ
ー
が
常
駐
す
る
な

ど
人
目
が
多
い
場
所
で
は
あ
る

が
、
夜
間
な
ど
を
配
慮
し
た
中

で
検
討
し
て
い
く
。

峡東地域世界農業遺産
推進協議会ホームページ

レンタサイクルぐるりんのスポーツタイプ

自
衛
隊
に
住
民
基
本
台
帳
か
ら

個
人
情
報
を
提
供
し
て
い
る
の
か

住
民
の
氏
名
、
住
所
等
の
情
報
提
供
を

し
て
い
る

佐藤　浩美
日本共産党

県内高校生の進学・自立を
応援する情報サイト

（県ＨＰ）

問　

子
育
て
・
教
育
に
関
わ
る

経
済
支
援
に
つ
い
て
、
３
歳
未

満
児
の
保
育
料
と
副
食
費
を
無

償
化
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
見
解
を
問
う
。

答　

県
内
の
自
治
体
に
お
け
る

実
施
状
況
や
財
政
状
況
等
も
考

慮
す
る
中
で
今
後
研
究
を
し
て

い
く
。

問　

本
市
の
大
学
生
に
返
済
不

要
の
奨
学
金
、
大
学
奨
学
支
援

金
を
創
設
し
た
ら
ど
う
か
。

答　

本
市
で
の
給
付
型
奨
学
金

の
創
設
は
困
難
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

高
校
生
の
進
学
・
自
立
を
応
援

す
る
情
報
サ
イ
ト
が
開
設
さ
れ

て
お
り
奨
学
金
の
情
報
な
ど
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
周
知

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　

教
育
委
員
会
と
し
て
、
小

中
学
校
生
徒
の
不
登
校
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の

か
。

答　

様
々
な
要
因
が
重
な
り
合

っ
て
い
る
状
況
と
考
え
て
い
る
。

学
校
で
は
不
登
校
の
恐
れ
の
あ

る
子
ど
も
の
把
握
を
行
う
と
と

も
に
、
家
庭
環
境
が
原
因
と
考

え
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
く
あ
る

こ
と
か
ら
、
不
登
校
の
子
ど
も

及
び
保
護
者
と
の
面
談
や
声
掛

け
を
定
期
的
に
行
い
、
適
切
な

対
応
が
と
れ
る
よ
う
各
人
の
状

況
把
握
に
努
め
て
い
る
。

問　

職
員
の
中
で
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
つ
い
て
の
実
態
調
査
を

す
る
必
要
性
を
指
摘
し
た
が
、

検
討
は
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、

も
し
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
あ
っ
た

場
合
、
第

※

三
者
相
談
機
関
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解

を
問
う
。

答　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
て

い
る
と
思
う
職
員
の
相
談
窓
口

を
総
務
課
及
び
市
民
課
に
設
置

し
て
い
る
。
対
応
に
当
た
っ
て

は
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
十

分
配
慮
し
、
面
談
に
よ
る
相
談

だ
け
で
な
く
、
電
話
や
メ
ー
ル

で
も
相
談
も
受
け
付
け
る
体
制

を
整
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
調
査
の
実
施
及
び

第
三
者
相
談
機
関
の
設
置
の
検

討
等
は
行
っ
て
い
な
い
。

問　

自
衛
隊
員
募
集
の
地
方
自

治
体
へ
の
働
き
か
け
が
強
ま
っ

て
い
る
が
、
住
民
基
本
台
帳
か

ら
の
個
人
情
報
の
提
供
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

答　

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本

部
長
の
依
頼
に
応
じ
自
衛
管
募

集
に
お
い
て
必
要
な
氏
名
、
住

所
等
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

る
。
情
報
提
供
の
方
法
は
、
い

ず
れ
も
住
民
基
本
台
帳
か
ら
抽

出
し
た
資
料
に
よ
り
、
一
覧
表

を
紙
媒
体
で
提
供
し
て
い
る
。

問　

自
衛
隊
へ
情
報
提
供
さ
れ

て
い
る
こ
と
の
周
知
と
本
人
の

同
意
が
な
い
場
合
は
除
外
す
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

答　

募
集
対
象
者
情
報
を
提
供

す
る
に
当
た
っ
て
の
本
人
同
意

は
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
。
本

市
で
は
、
自
衛
隊
へ
の
募
集
対

象
者
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
お
い
て
周

知
し
て
い
な
い
為
、
今
後
適
切

な
情
報
開
示
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。
他
の
自
治
体
で
は
、

個
人
情
報
の
提
供
を
望
ま
な
い

方
へ
の
配
慮
と
し
て
、
ご
本
人

ま
た
は
保
護
者
か
ら
除
外
申
請

の
手
続
き
が
あ
れ
ば
、
除
外
す

る
例
も
あ
る
の
で
、
本
市
に
お

い
て
も
同
様
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
く
。

職員のハラスメントの相談窓口を
総務課および市民課に設置している

※当事者と利害関係のない公正中立な立場にある第三者で組織される機関



問

議員

答問

議員

答

甲州市議会広報 号11 71 甲州市議会広報 号 1071

日向　　正
みらい政友会

ぶ
ど
う
の
丘
に

ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
を

前
向
き
に
検
討
す
る

問　

甲
州
市
で
働
く
機
会
や
仕

事
の
多
様
性
を
つ
く
り
出
す
に

は
、
２
次
産
業
、
３
次
産
業
の

分
野
の
振
興
、
支
援
の
強
化
が

必
要
で
あ
る
。
市
の
組
織
に
産

業
支
援
課
を
新
設
す
る
考
え
は

な
い
か
。

答　

簡
素
で
効
果
的
、
効
率
的

か
つ
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
組
織
と
す
る
た
め
、
継
続
的

な
組
織
の
見
直
し
を
行
う
。
２

次
産
業
や
３
次
産
業
の
支
援
強

化
を
目
的
と
す
る
産
業
支
援
課

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
関
係
部

署
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
実
施

す
る
な
ど
、
庁
内
で
検
討
す
る
。

問　

ぶ
ど
う
の
丘
で
は
、
地
元

出
身
の
オ
ペ
ラ
歌
手
に
よ
る
テ

ラ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、

本
物
の
音
楽
演
奏
の
機
会
を
設

け
、
ぶ
ど
う
の
丘
全
体
の
質
の

向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。
こ
れ

を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
ぶ
ど

う
の
丘
に
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ

を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

市
長　

昼
間
に
お
い
て
も

夜
に
お
い
て
も
景
色
が
非
常
に

き
れ
い
で
あ
る
ぶ
ど
う
の
丘
で
、

ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
を
弾
け
る

よ
う
に
前
向
き
に
検
討
す
る
。

問　

子
育
て
支
援
の
充
実
を
目

指
し
、
甘
草
屋
敷
全
体
を
子
ど

も
図
書
館
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
。

答　

甘
草
屋
敷
で
は
甘
草
栽
培

に
関
わ
っ
た
高
野
家
の
歴
史
を

一
般
公
開
し
て
い
る
た
め
、
甘

草
屋
敷
全
体
を
子
ど
も
図
書
館

と
す
る
こ
と
に
は
課
題
が
あ
り
、

困
難
で
あ
る
。

問　

市
が
所
有
し
て
い
る
施
設

へ
の
省
エ
ネ
、
再
エ
ネ
へ
の
設

備
投
資
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
、そ
の
方
針
を
問
う
。

答　

平
成
30
年
３
月
に
甲
州

市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
（
事
務
事
業
編
）
を
策
定
し
、

市
の
施
設
や
事
務
事
業
か
ら
排

出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
市
が

所
有
す
る
施
設
へ
の
省
エ
ネ
、

再
エ
ネ
整
備
の
方
針
に
つ
い
て

は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
達
成
に
向

け
、
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や

屋
上
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設

置
な
ど
、
脱
炭
素
の
取
り
組
み

を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
。

問　

生
ご
み
は
水
を
含
ん
で
い

る
た
め
、
焼
却
処
分
す
る
と
き

に
は
多
く
の
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
す

る
。
生
ご
み
を
燃
え
る
ご
み
と

し
な
い
た
め
、
電
動
生
ご
み
処

理
機
の
レ
ン
タ
ル
な
ど
の
取
り

組
み
は
ど
う
か
。

答　

生
ご
み
減
量
の
取
り
組
み

の
一
つ
と
し
て
、
合
併
時
か
ら

生
ご
み
処
理
容
器
等
の
購
入
費

を
補
助
し
て
い
る
。
電
動
生
ご

み
処
理
機
の
貸
出
し
は
、
機
器

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
衛
生
上
の

問
題
な
ど
導
入
に
は
課
題
が
あ

る
た
め
、
生
ご
み
処
理
容
器
等

の
購
入
の
普
及
を
図
り
、
ご
み

の
減
量
化
を
進
め
て
い
く
。

問　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
宣

言
し
て
い
る
甲
州
市
と
し
て
、
市

民
と
一
緒
に
取
り
組
む
た
め
、
ど

の
よ
う
な
情
報
発
信
や
講
演
会

な
ど
を
実
施
し
て
い
く
計
画
か
。

答　

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
の
紹
介
や
関
係

団
体
と
連
携
し
、
イ
ベ
ン
ト
や

講
演
会
を
実
施
し
、
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
に
向
け
、
啓

発
活
動
を
推
進
し
て
い
く
。

生ごみ処理容器・生ごみ処理機
購入補助金について（市ＨＰ）

ストリートピアノの設置を検討するぶどうの丘展望テラス

今
後
の
勝
沼
病
院
の
運
営
は

今
年
度
中
に
方
針
を
決
定
す
る

平塚　　悟
みらい政友会

勝沼病院のホームページ

問　

通
学
路
の
安
全
対
策
は
。

答　

通
学
路
安
全
推
進
会
議
に

て
優
先
度
の
高
い
箇
所
か
ら
対

策
を
進
め
て
い
く
。

問　

自
転
車
乗
車
時
の
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
化
さ
れ

た
。
購
入
費
補
助
の
検
討
は
。

答　

補
助
制
度
の
導
入
に
向
け

検
討
す
る
。

問　

高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援

と
し
て
、
安
全
運
転
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
装
置
の
取
付
費
用
の
助

成
制
度
は
。

答　

現
時
点
で
は
市
単
独
で
は

難
し
い
が
、
国
や
県
内
自
治
体

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

問　

医
療
経
営
改
善
支
援
事
業

を
進
め
る
中
で
地
域
医
療
体
制

の
整
備
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

き
て
い
る
か
。

答　

勝
沼
病
院
に
お
い
て
は
療

養
環
境
の
改
善
を
目
的
と
し
た

病
床
数
の
削
減
や
外
来
診
療
科

目
、
診
療
日
数
の
変
更
等
を
実

施
し
た
。
ま
た
、
内
科
診
療
を

拡
充
す
る
た
め
大
藤
診
療
所
医

師
に
新
た
に
週
２
回
の
外
来
診

療
を
担
って
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　

山
梨
厚
生
会
と
の
指
定
管

理
期
間
が
２
年
を
切
る
中
で
、

今
後
の
勝
沼
病
院
の
運
営
は
。

答　

次
期
指
定
管
理
期
間
の
医

療
提
供
体
制
が
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
今
年
度
中
に
方
針
を
決
定

す
る
た
め
、
慎
重
に
検
討
し
て

い
く
。

問　

市
所
有
の
勝
沼
ぶ
ど
う
郷

駅
舎
付
属
施
設
を
計
画
的
に
整

備
し
て
い
く
考
え
は
。

答　

駅
及
び
周
辺
整
備
と
併
せ

て
関
係
機
関
と
協
議
、
検
討
し

て
い
く
。

問　

令
和
元
年
６
月
定
例
会
で

勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
周
辺
整
備
を

今
後
進
め
て
い
く
と
の
答
弁
だ

っ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
き
た
か
。

答　

駅
前
の
狭
さ
に
よ
る
整
備

困
難
や
駅
前
公
園
の
都
市
公
園

と
し
て
の
位
置
づ
け
に
よ
る
土

地
使
用
変
更
の
制
限
、
ま
た
、

景
観
等
の
確
保
な
ど
の
課
題
が

あ
り
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。
引

き
続
き
検
討
す
る
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
に
て

友
好
都
市
と
の
返
礼
品
の
相
互

活
用
や
新
商
品
開
発
に
取
り
組

む
考
え
は
。

答　

共
通
返
礼
品
の
取
り
扱
い

の
意
思
確
認
な
ど
を
し
な
が
ら

協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

国
際
交
流
都
市
と
の
交
流

事
業
の
現
状
と
今
後
の
展
望
は
。

答　

令
和
２
年
度
以
降
は
中
学

生
の
派
遣
交
流
は
実
施
で
き
て

い
な
か
っ
た
が
、
今
月
に
エ
イ

ム
ズ
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
市

民
訪
問
団
を
お
迎
え
し
、
以
前

の
よ
う
な
中
学
生
の
派
遣
交
流

を
約
束
し
た
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
国
際
交
流
都

市
へ
の
訪
問
の
機
会
が
な
か
っ

た
若
者
た
ち
へ
特
別
に
訪
問
団

を
組
織
し
て
支
援
し
て
い
く
考

え
は
あ
る
の
か
。

答　

市
長　

何
か
の
対
応
を
考

え
、交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
。

問　

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
開

花
異
常
の
対
策
は
。

答　

原
因
は
判
明
し
て
お
ら

ず
、
関
係
機
関
と
連
携
し
農
家

に
は
情
報
提
供
を
行
い
な
が

ら
、
原
因
が
判
明
し
た
時
点
で

対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

指定管理期間が残り２年を切る勝沼病院
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中村　勝彦
政和クラブ

既
存
の
公
共
施
設
に
つ
い
て

個
※

別
施
設
計
画
の
進
捗
状
況
は

優
先
順
位
の
高
い
施
設
か
ら
事
業
を

実
施
し
て
い
る

問　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
を
踏
ま
え
て
作
成
さ
れ
て
い

る
、
個
別
施
設
計
画
の
進
捗
状

況
は
。

答　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
は
、
保
有
す
る
公
共
施
設
に

つ
い
て
長
期
的
な
視
点
を
持
っ

て
更
新
、
統
廃
合
、
長
寿
命
化

等
を
効
率
的
か
つ
計
画
的
に
実

施
し
、
財
政
負
担
の
軽
減
化
と

標
準
化
を
図
る
と
と
も
に
、
将

来
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
29

年
３
月
に
策
定
し
た
。
施
設
ご

と
に
具
体
的
な
改
修
方
法
や
更

新
時
期
を
明
確
に
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
、
令
和
２
年
３
月

に
策
定
し
た
個
別
施
設
計
画
に

基
づ
き
、
特
に
優
先
順
位
の
高

い
施
設
か
ら
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
に
は
、
環
境

セ
ン
タ
ー
ご
み
処
理
施
設
の
解

体
事
業
、
勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
大
規
模
改
修
事
業
を
実
施

し
た
。
本
年
度
は
、
勝
沼
中
学

校
大
規
模
改
造
事
業
第
２
期
工

事
、
塩
山
中
学
校
大
規
模
改
造

事
業
第
１
期
工
事
、
大
日
影
ト

ン
ネ
ル
遊
歩
道
補
修
事
業
の
実

施
及
び
旧
市
役
所
別
館
解
体
事

業
の
設
計
業
務
に
着
手
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

問　

指
定
管
理
委
託
し
て
い
る

施
設
の
今
後
と
、
10
年
間
の
指

定
管
理
料
と
修
繕
費
を
問
う
。

答　

指
定
管
理
者
が
管
理
し
て

い
く
施
設
の
今
後
に
つ
い
て
、

道
の
駅
を
除
く
観
光
施
設
は
、

交
流
保
養
セ
ン
タ
ー
大
菩
薩
の

湯
の
ほ
か
３
施
設
が
あ
る
が
、

全
て
の
方
針
を
民
間
譲
渡
と
定

め
て
い
る
。
過
去
10
年
間
の
費

用
は
、
指
定
管
理
料
が
２
億
３

０
１
４
万
６
０
０
０
円
、
修
繕

費
な
ど
は
、
１
億
７
０
０
０
万

円
を
超
え
る
金
額
と
な
っ
て
い

る
。
ハ
ー
ド
面
で
は
施
設
の
経

過
年
数
や
劣
化
度
、
ソ
フ
ト
面

で
は
稼
働
率
や
将
来
の
状
況
を

把
握
し
、
最
善
な
時
期
を
見
極

め
実
施
し
て
い
く
。

問　

公
共
施
設
の
相
互
利
用
な

ど
、他
市
と
の
連
携
に
つ
い
て
、

現
在
の
進
捗
状
況
は
。

答　

他
市
と
の
連
携
に
つ
い
て

は
、
峡
東
３
市
が
歴
史
的
、
地

理
的
に
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い

る
た
め
、
３
市
に
お
け
る
レ
ジ

ャ
ー
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、

温
泉
施
設
等
の
相
互
利
用
に
つ

い
て
は
連
携
す
る
方
向
で
努
力

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
大
月
市
と
は
お
互
い
の

観
光
案
内
所
に
そ
れ
ぞ
れ
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
く
な
ど
連
携

を
深
め
て
い
る
。
今
後
も
情
報

共
有
し
な
が
ら
、
研
究
し
て
い

く
。

問　

個
別
施
設
計
画
や
他
市
と

の
連
携
な
ど
、
市
長
は
ど
の
よ

う
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て

い
く
の
か
。

答　

市
長　

個
別
施
設
計
画
で

は
、
こ
れ
か
ら
解
体
を
す
る
も

の
、廃
止
し
た
も
の
等
あ
る
が
、

現
在
行
っ
て
い
る
計
画
事
業
も

あ
り
予
算
の
関
係
等
も
あ
る
の

で
、
施
設
の
方
向
性
は
一
つ
一

つ
丁
寧
に
決
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
施
設
の
相
互
利
用
は
、

峡
東
３
市
で
話
し
合
い
を
重
ね

て
き
て
お
り
、
温
泉
施
設
の
相

互
利
用
を
皮
切
り
に
方
向
性
を

決
め
て
い
け
れ
ば
よ
い
と
考
え

て
い
る
。

※�公共施設等の質的改善も踏まえた大規模改修や長寿命化を目指し、改修時期等を設定することで
計画的に長寿命化を進め、コストの縮減と平準化を図ることを目的に策定された計画

公共施設等個別施設計画
（概要版）
（市ＨＰ）

他市との連携によりスポーツ施設などの
公共施設の相互利用が期待されている

防
災
訓
練
や
お
よ
っ
ち
ょ
い
祭
り
で

認
知
症
カ
フ
ェ
等
を
開
催
し
て
は
ど
う
か

多
く
の
市
民
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
で
の
啓

発
ブ
ー
ス
の
設
置
な
ど
に
取
り
組
み
た
い

相沢　俊行
甲州希望の会

認知症施策推進大綱について
（厚生労働省ＨＰ）

問　

認
知
症
基
本
法
成
立
を
受

け
、
本
市
の
認
知
症
対
策
の
現

状
と
対
策
推
進
の
鍵
は
何
か
。

答　

本
市
で
は
現
在
、
国
の
認

知
症
施
策
推
進
大
綱
に
沿
っ
て
、

共
生
と
予
防
に
向
け
た
各
種
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
基

本
法
成
立
を
受
け
、
そ
の
理
念

に
基
づ
き
、
認
知
症
本
人
を
含

め
全
て
の
人
が
支
え
合
い
な
が

ら
共
生
し
て
い
く
社
会
の
実
現

が
鍵
と
考
え
る
。　

問　

令
和
６
年
度
に
民
間
委
託

が
予
定
さ
れ
る
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
保
証
や
向
上
は
担
保

さ
れ
る
の
か
。

答　

民
間
業
者
の
持
つ
専
門
性

を
生
か
し
、
相
談
業
務
な
ど
一

部
を
委
託
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

支
援
セ
ン
タ
ー
の
よ
り
充
実
し

た
運
営
と
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
が
図
ら
れ
る
よ
う
事
業
者
と

連
携
し
て
い
く
。

問　

防
災
訓
練
や
お
よ
っ
ち
ょ

い
祭
り
で
、
出
張
認
知
症
カ
フ

ェ
等
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

答　

市
民
の
認
知
症
へ
の
理
解

を
よ
り
深
め
る
た
め
に
多
く
の

市
民
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
で
の

啓
発
ブ
ー
ス
の
設
置
等
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

新
規
就
農
者
育
成
総
合
対

策
と
親
元
就
農
者
経
営
安
定
支

援
の
成
果
は
。　

答　

新
規
就
農
者
育
成
総
合
対

策
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
23

人
を
支
援
し
、
親
元
就
農
者
経

営
安
定
支
援
で
は
制
度
開
始
か

ら
２
年
間
で
支
援
し
た
９
人
全

員
が
営
農
を
継
続
し
て
い
る
。

問　

農
家
の
高
齢
化
等
に
よ
り

本
市
が
ワ
イ
ン
生
産
日
本
一
の

地
位
を
維
持
で
き
な
く
な
る
危

機
感
を
持
つ
が
、
醸
造
用
ブ
ド

ウ
栽
培
農
家
へ
の
支
援
策
は
。

答　

甲
州
市
ぶ
ど
う
・
ワ
イ
ン

産
地
確
立
会
議
の
協
議
を
踏
ま

え
、
醸
造
用
ブ
ド
ウ
栽
培
の
拡

充
策
や
農
家
支
援
策
を
検
討
し

て
い
く
。　

問　

笛
吹
市
は
、
世
界
農
業
遺

産
周
遊
ツ
ア
ー
助
成
金
を
交
付

し
て
い
る
が
、
本
市
で
も
農
家

や
旅
行
業
者
の
増
収
に
つ
な
が

る
施
策
を
実
行
し
て
は
ど
う
か
。

答　

市
長　

検
討
し
、
早
急
に

新
し
い
方
向
性
を
出
し
て
い
き

た
い
。

問　

市
が
負
担
す
る
観
光
交
流

指
定
管
理
５
施
設
の
赤
字
補
填

額
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
は
。

答　

公
共
施
設
活
用
等
検
討
委

員
会
の
協
議
に
よ
る
。

問　

施
設
に
よ
っ
て
市
が
負
担

す
る
修
繕
額
に
開
き
が
あ
る
が

そ
の
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
は
。

答　

管
理
物
件
ご
と
協
定
書
に

あ
る
目
的
達
成
に
必
要
な
機
能

維
持
の
た
め
の
修
繕
を
行
っ
て

い
る
。
指
定
管
理
者
か
ら
の
修

繕
箇
所
の
要
望
等
を
確
認
し
、

優
先
順
位
を
つ
け
て
修
繕
を
行

っ
て
い
る
。

問　

県
と
連
携
し
て
の
企
業
誘

致
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
支

援
、
そ
れ
に
向
け
た
新
し
い
部

署
の
設
置
を
行
う
考
え
は
。

答　

県
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
研
究
・
検
討
す
る
。

問　

勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
に
民
間

経
営
資
源
を
導
入
し
た
場
合
、

利
益
の
一
部
を
一

※

般
財
源
に
繰

り
入
れ
る
こ
と
は
可
能
か
。

答　

可
能
で
は
あ
る
が
、
慎
重

な
判
断
が
必
要
と
考
え
る
。

認知症への理解も深まるオレンジカフェ（認知症カフェ）

※財源の使途が特定されず、自由に使える収入のこと（市税、地方交付税など）
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ぶ
ど
う
の
国
文
化
館
の
利
活
用
に

つ
い
て
市
の
考
え
は

わ
だ
つ
み
平
和
文
庫
の
展
示
場
所
と

し
て
活
用
す
る

問　

農
村
地
域
の
振
興
計
画
が

都
市
計
画
と
は
別
に
必
要
で
は

な
い
か
。

答　

世
界
農
業
遺
産
の
認
定
を

受
け
、
農
業
を
基
幹
産
業
の
一

つ
と
位
置
付
け
る
本
市
で
は
農

業
振
興
は
非
常
に
重
要
な
位
置

付
け
と
な
っ
て
い
る
。　

問　

就
農
だ
け
で
な
く
通
勤
・

テ
レ
ワ
ー
ク
・
起
業
等
多
様
な

働
き
方
が
可
能
な
農
村
振
興
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答　

農
業
振
興
地
域
に
お
け
る

農
地
の
保
全
と
い
う
観
点
が
重

要
で
あ
る
。

問　

農
村
で
の
多
様
な
働
き
口

確
保
や
将
来
を
住
民
と
の
話
し

合
い
の
中
で
考
え
、
農
業
振
興

地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
第
４
条
の
５
第
１
項
26

号
の
２
や
27
号
、
農
村
産
業
法

を
研
究
し
て
は
ど
う
か
。

答　

農
業
の
健
全
な
発
展
等
を

目
的
と
す
る
農
業
振
興
法
と
、

農
業
と
導
入
産
業
と
の
均
衡
あ

る
発
展
を
目
的
と
し
た
農
村
産

業
法
、
双
方
の
バ
ラ
ン
ス
を
取

り
な
が
ら
計
画
的
に
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
今
後
の
課
題

と
し
て
研
究
し
て
い
く
。

問　

旧
大
和
中
の
利
活
用
は
、

当
初
わ
だ
つ
み
平
和
文
庫
の
整

理
場
所
と
考
え
て
い
た
市
の
姿

勢
が
変
わ
り
、
地
域
の
希
望
に

沿
う
形
に
な
っ
た
経
緯
を
問
う
。

答　

有
効
的
か
つ
持
続
可
能
な

活
用
方
法
を
検
討
し
地
域
の
自

立
及
び
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
市
長
が
委
嘱
し
た
旧
大

和
中
学
校
利
活
用
検
討
委
員
会

で
協
議
さ
れ
報
告
書
が
提
出
さ

れ
た
。そ
れ
を
受
け
て
、地
域
の

要
望
に
沿
う
形
で
回
答
し
、
販

売
、
飲
食
、
宿
泊
、
体
験
の
拠

点
施
設
と
し
て
一
体
と
し
て
活

用
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し

た
。
今
後
、
地
元
で
新
た
な
委

員
会
等
の
立
ち
上
げ
も
聞
い
て

い
る
の
で
、
経
過
を
注
視
し
て

い
き
た
い
。

問　

大
和
地
域
と
同
様
に
地
域

か
ら
要
望
が
出
て
い
る
勝
沼
祝

地
区
に
あ
る
ぶ
ど
う
の
国
文
化

館
（
以
後
、
文
化
館
）
の
利
活

用
に
つ
い
て
そ
の
考
え
を
問
う
。

答　

公
共
施
設
活
用
等
検
討
委

員
会
で
協
議
、検
討
し
、わ
だ
つ

み
平
和
文
庫
の
展
示
場
所
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
文

化
館
に
収
蔵
し
て
い
た
郷
土
資

料
や
出
土
遺
物
は
旧
レ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
体
育
館
に
移
し
、
平
和

文
庫
の
資
料
の
搬
入
、
整
理
を

進
め
る
。

問　

文
化
館
の
設
置
管
理
条
例

に
抵
触
す
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

郷
土
の
歴
史
、
産
業
等
に

関
す
る
資
料
の
収
集
及
び
展
示

を
行
い
、
地
域
文
化
の
発
展
と

産
業
振
興
に
寄
与
す
る
た
め
に

設
置
す
る
と
い
う
内
容
に
沿
う

も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

問　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
で
現
状
変
更（
廃
止
を
含
む
）

を
予
定
す
る
祝
公
民
館
、
祝
ふ

れ
あ
い
親
子
館
、
ぶ
ど
う
の
国

文
化
館
の
集
約
が
適
切
で
あ
り

合
理
的
で
あ
る
。
地
域
住
民
の

声
を
聞
か
ず
、
文
化
館
を
わ
だ

つ
み
文
庫
の
展
示
場
所
と
し
て

将
来
的
に
ず
っ
と
置
く
の
か
。

答　

平
和
教
育
の
重
要
な
資
料

で
あ
る
わ
だ
つ
み
文
庫
を
現
在

の
場
所
か
ら
移
す
こ
と
は
必
要
。

整
理
し
展
示
で
き
れ
ば
勝
沼
図

書
館
と
わ
だ
つ
み
文
庫
が
相
乗

効
果
を
発
揮
す
る
と
考
え
る
。

甲州市公共施設等総合管理計画
（市ＨＰ）

わだつみ平和文庫の資料が一部搬入されている
ぶどうの国文化館

法
改
正
に
よ
る
空
き
建
物
対
策
は

空
き
家
の
適
切
な
管
理
を
促
す
た
め

対
策
を
強
化
す
る

丸山　国一
フォーラム進夢

問　

線
状
降
水
帯
の
豪
雨
や
台

風
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
全
国

的
に
多
発
し
て
い
る
。
洪
水
浸

水
想
定
区
域
の
対
応
を
問
う
。

答　

水
防
法
の
改
正
に
よ
り
、

洪
水
浸
水
想
定
区
域
の
指
定
に

係
る
対
象
河
川
が
拡
大
し
て
い

る
。
今
後
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
改
訂
等
に
取
り
組
み
、
新
た

な
洪
水
浸
水
想
定
区
域
に
つ
い

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
等

を
通
じ
て
周
知
し
て
い
き
た
い
。

問　

豪
雨
災
害
に
お
け
る
市
街

地
の
水
路
や
マ
ン
ホ
ー
ル
の
氾

濫
な
ど
の
内

※
１

水
浸
水
へ
の
対
策

は
考
え
て
い
る
か
。

答　

内
水
浸
水
想
定
区
域
図
作

成
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
が
国
か
ら
示

さ
れ
て
い
る
の
で
関
係
課
等
と

調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

災
害
時
に
お
け
る
上
水

道
、
下
水
道
へ
の
対
策
は
。

答　

上
下
水
道
の
機
能
停
止
が

最
小
限
度
と
な
る
よ
う
施
設
の

耐
震
化
等
を
進
め
て
い
る
。
上

水
道
施
設
で
は
給
水
車
等
に
よ

る
応
急
給
水
を
行
い
、
市
水
道

協
力
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
水

道
施
設
の
早
期
復
旧
に
努
め
る
。

下
水
道
施
設
は
耐
震
化
が
完
了

し
て
い
る
が
、
大
規
模
災
害
時

は
県
内
外
の
自
治
体
に
応
援
を

要
請
す
る
な
ど
の
相
互
協
力
体

制
を
整
え
て
い
る
。

問　

災
害
ご
み
の
受
け
入
れ
の

た
め
、
一
時
的
な
ご
み
置
き
場

設
置
等
の
対
策
は
。

答　

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
を

基
本
と
し
て
、
災
害
廃
棄
物
の

仮
置
き
場
の
必
要
面
積
を
１
㌶

と
算
定
し
、
市
※
２

内
３
カ
所
を
選

定
し
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
時

の
生
活
系
廃
棄
物
の
収
集
・
運

搬
を
迅
速
に
行
う
た
め
、山
梨
・

甲
州
環
境
協
同
組
合
と
災
害
支

援
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て

い
る
。

問　

特
定
空
き
家
の
法
制
度
の

改
正
に
よ
る
空
き
建
物
対
策
は
。

答　

空
き
家
対
策
特
別
措
置
法

の
改
正
に
よ
り
、
特
定
空
き
家

の
予
備
軍
と
な
る
管
理
不
全
空

き
家
は
、
自
治
体
の
改
善
勧
告

に
応
じ
な
い
場
合
は
固
定
資
産

税
を
軽
減
す
る
特
例
か
ら
除
外

す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
所
有

者
等
に
空
き
家
の
適
切
な
管
理

を
促
し
て
対
策
を
強
化
す
る
。

問　

京
都
市
で
は
空
き
家
対
策

と
し
て
空

※
３

き
家
税
の
導
入
を
決

定
し
た
。
本
市
も
税
制
面
で
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

空
き
家
税
の
導
入
に
つ
い

て
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　

世
界
農
業
遺
産
の
認
定
を

市
民
へ
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

た
め
、
庁
内
の
連
携
を
図
り
、

市
の
独
自
性
を
出
す
施
策
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答　

峡
東
３
市
で
組
織
す
る
峡

東
地
域
世
界
農
業
遺
産
推
進
協

議
会
を
中
心
に
保
全
と
啓
発
の

活
動
を
行
っ
て
い
く
が
、
勝
沼

ぶ
ど
う
祭
り
等
の
市
の
イ
ベ
ン

ト
に
お
い
て
世
界
農
業
遺
産
認

定
に
絡
め
た
ブ
ー
ス
出
店
を
行

う
な
ど
、
観
光
施
策
と
合
わ
せ

た
啓
発
活
動
を
活
発
に
行
い
、

独
自
性
を
出
し
て
い
く
。

答　

市
長　

ヴ
ェ
ス
タ
甲
州
事

業
の
中
で
未
来
を
担
う
子
供
た

ち
に
世
界
農
業
遺
産
の
価
値
を

伝
え
て
い
く
た
め
に
、
教
育
委

員
会
と
協
力
し
て
市
内
小
中
学

校
に
向
け
て
出
前
授
業
の
企
画

を
考
え
て
い
き
た
い
。

災害時は断水による生活や復旧活動に支障が出るため
給水車による応急給水を行う

※１　市街地の側溝や排水路、下水道から水が溢れる水害
※２　牛奥みはらしの丘第１・第２駐車場、勝沼ぶどうの丘第４駐車場、竜門峡第２駐車場
※３　空き家や別荘などの所有者に対する課税制度

地域の農業の振興に関する計画
（いわゆる 27 号計画）

甲州市地域防災計画
（市ＨＰ）

甲州市災害廃棄物処理計画
（市ＨＰ）
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問

議員

答

甲州市議会広報 号 1671

小林真理子
市民ハーモニー

補
聴
器
購
入
助
成
制
度
を

前
向
き
に
進
め
る
考
え
で
あ
る

問　

こ
れ
ま
で
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
補
聴
器
購
入
助
成
制
度

に
つ
い
て
は
、
過
去
に
も
定
例

会
で
質
問
が
あ
っ
た
。
山
梨
市

で
は
既
に
助
成
事
業
が
始
ま
っ

て
い
る
。
甲
州
市
は
国
の
動
向

を
注
視
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ

た
が
、
同
様
の
事
業
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

答　

本
市
で
も
制
度
導
入
の
必

要
性
を
検
討
し
て
い
く
。

答　

市
長　

以
前
か
ら
指
摘
が

あ
り
、
検
討
し
て
い
る
。
前
向

き
に
進
め
て
い
く
。

問　

市
の
備
品
は
台
帳
化
さ
れ

て
い
る
か
。
日
常
的
管
理
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
管
理
さ

れ
、
購
入
時
に
は
台
帳
へ
の
登

録
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

毎
年
、
備
品
の
現
在
高
調
査
を

行
い
、
台
帳
と
の
突
合
を
行
っ

て
い
る
。

問　

使
わ
れ
て
い
な
い
保
管
さ

れ
て
い
る
備
品
の
中
に
は
有
効

活
用
で
き
る
も
の
が
あ
る
。
情

報
を
共
有
し
、
必
要
な
備
品
を

各
課
で
や
り
と
り
す
る
仕
組
み

が
で
き
な
い
か
。

答　

今
後
、
備
品
現
在
高
調
査

の
際
に
使
用
状
況
や
品
質
を
調

査
す
る
な
ど
、
情
報
共
有
が
で

き
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
。

部
活
動 

移
動
支
援
を

問　

合
同
チ
ー
ム
で
の
平
日
の

部
活
動
移
動
は
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
か
。
地
域
公
共
交

通
と
の
連
携
は
。

答　

平
日
の
部
活
動
は
各
学
校

内
で
行
わ
れ
、土
日
は
自
転
車
、

保
護
者
の
送
迎
、
庁
用
バ
ス
な

ど
を
適
宜
選
択
し
て
い
る
。
公

共
交
通
の
利
用
は
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問　

移
動
に
つ
い
て
、
教
育
委

員
会
は
把
握
し
て
い
る
か
。

答　

保
護
者
の
協
力
に
よ
っ
て

自
家
用
車
が
使
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。ま
た
、

や
む
を
得
な
い
状
況
に
限
り
一

部
の
学
校
で
教
職
員
に
よ
る
自

家
用
車
で
の
送
迎
が
行
わ
れ
て

い
る
。
公
用
車
や
市
バ
ス
の
活

用
等
を
周
知
し
て
い
く
。

問　

バ
ス
で
一
緒
に
移
動
す
れ

ば
練
習
試
合
に
も
行
き
や
す
く

な
る
。
他
地
域
で
は
補
助
金
を

活
用
し
て
民
間
事
業
者
に
委
託

す
る
例
も
あ
る
が
、
同
様
の
対

策
を
講
ず
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

校
長
会
補
助
金
や
中
学
生

各
種
大
会
参
加
派
遣
費
補
助
金

を
活
用
い
た
だ
き
、
学
校
ご
と

に
対
応
を
し
て
い
く
も
の
と
考

え
る
が
、
他
市
の
状
況
等
を
調

査
す
る
中
で
、研
究
を
進
め
る
。

問　

６
月
２
日
の
大
雨
に
よ
る

土
砂
流
出
の
復
旧
作
業
は
完
了

し
て
い
る
の
か
。

答　

大
和
町
の
林
道
大
志
戸
線

を
除
き
完
了
し
て
い
る
。
林
道

の
復
旧
に
は
重
機
に
よ
る
業
者

の
対
応
が
必
要
で
あ
り
、
早
期

に
通
行
で
き
る
よ
う
進
め
て
い

く
。

問　

大
雨
へ
の
備
え
と
し
て
避

難
所
の
体
制
は
。

答　

大
雨
警
報
の
発
令
を
受
け

局
地
的
な
大
雨
が
懸
念
さ
れ
た

た
め
避
難
所
を
開
設
し
た
。
そ

の
際
、
地
元
の
区
長
に
連
絡
し

協
力
依
頼
を
し
た
。
各
避
難
所

に
は
市
職
員
４
名
程
度
が
担
当

と
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。

キキクル※（危険度分布）
（気象庁ＨＰ）

補聴器購入助成制度が望まれる

※災害時にリアルタイムに
　状況を確認できる

一
般
会
計
等
予
算
審
査
特
別
委
員
会
４

５

6

21

９

27
介護サービス事業所物価高騰対策支援金が
支給される施設

　

一
般
会
計
等
予
算
審
査
特
別

委
員
会
を
４
月
21
日
、
５
月
９

日
、
６
月
27
日
に
開
催
し
ま
し

た
。
主
な
審
査
内
容
を
要
約
し

て
お
伝
え
し
ま
す
。

●
４
月
21
日
開
催

■
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

問　

国
の
子
育
て
支
援
給
付
金

５
万
円
だ
が
、
低
所
得
世
帯
へ

の
３
万
円
は
。

答　

低
所
得
世
帯
に
つ
い
て
は

国
よ
り
詳
細
の
提
示
が
無
い
。

●
５
月
９
日
開
催

■
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

問　

非
課
税
世
帯
を
対
象
と
し

た
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価

格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
３
万

円
の
支
給
日
程
は
。

答　

６
月
に
非
課
税
世
帯
が
確

定
と
な
り
、
確
認
書
等
の
発
送

業
務
を
行
い
、
返
送
を
い
た
だ

い
て
か
ら
の
支
給
と
な
る
。
で

き
る
限
り
速
や
か
に
進
め
る
。

●
６
月
27
日
開
催

■
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

問　

社
会
福
祉
総
務
費
の
委
託

料
の
内
容
は
。

答　

人
員
確
保
が
で
き
ず
人
数

的
に
厳
し
い
状
況
で
運
営
を
し

て
い
た
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
の
委
託
で
あ
る
。

問　

確
実
に
事
業
を
継
続
し
て

い
け
る
の
か
。

答　

福
祉
事
業
に
精
通
し
て
お

り
、
職
員
体
制
も
十
分
確
保
可

能
な
社
会
福
祉
法
人
に
委
託
を

考
え
て
い
る
。

問　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
物

価
高
騰
対
策
支
援
金
に
該
当
す

る
事
業
所
は
何
件
か
。

答　

入
所
系
の
施
設
で
定
員
50

人
以
上
は
50
万
円
で
６
施
設
、

49
人
以
下
は
30
万
円
で
11
施
設
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
通
所
系
施

設
は
20
万
円
で
13
施
設
。
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
は
10
万
円
で

19
施
設
分
の
予
算
を
計
上
し
て

い
る
。

問　

地
域
医
療
機
関
物
価
高
騰

対
策
支
援
金
の
支
給
額
の
根
拠

は
。

答　

大
藤
診
療
所
、
勝
沼
病
院

の
過
去
３
年
間
の
物
価
高
騰
に

よ
る
光
熱
水
費
の
増
額
分
を
参

考
に
積
算
し
た
。

問　

支
援
金
は
大
藤
診
療
所
や

指
定
管
理
施
設
も
対
象
か
。

答　

直
営
の
診
療
所
は
除
外
。

指
定
管
理
の
勝
沼
病
院
は
対
象
。

問　

大
菩
薩
の
湯
の
サ
ウ
ナ
は

い
つ
か
ら
使
え
な
く
な
り
、
い

つ
か
ら
使
用
で
き
る
の
か
。

答　

令
和
２
年
～
４
年
は
コ
ロ

ナ
禍
で
使
わ
れ
て
い
な
い
状
況

で
あ
り
、
運
転
確
認
し
た
と
こ

ろ
故
障
し
て
い
た
。
設
置
か
ら

25
年
が
経
過
し
て
い
る
た
め
改

修
で
予
算
計
上
し
、
３
～
４
カ

月
の
工
事
予
定
で
あ
る
。

問　

上
条
地
区
へ
の
台
車
式
消

防
ポ
ン
プ
の
設
置
完
了
は
。

答　

年
度
内
に
は
上
条
地
区
へ

収
め
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進

事
業
の
詳
細
は
。

答　

全
国
的
に
購
入
さ
れ
た
Ｉ

Ｃ
Ｔ
端
末
を
国
と
し
て
あ
る
程

度
統
一
的
な
か
た
ち
で
利
用
し

て
頂
き
た
い
と
の
こ
と
で
、
全

国
で
95
団
体
、
山
梨
県
で
は
３

団
体
が
選
ば
れ
、
塩
山
南
小
学

校
と
塩
山
中
学
校
が
実
践
校
に

指
定
さ
れ
た
。
そ
の
２
校
を
基

準
に
全
学
校
に
推
進
し
て
い
く
。

一
般
会
計
等

予
算
審
査
特
別
委
員
会

◎
小
林
真
理
子　

○
中
村
勝
彦

　

日
向　

正　
　
　

葊
瀬
明
弘

　

高
畑
一
幸　
　
　

小
野
公
秀

　

佐
藤
浩
美　
　
　

有
賀
公
子

　

荻
原
哲
也（
６
月
27
日
の
み
）

予 算 審 査
特 別 委 員 会
レ ポ ー ト

４月21日 ５月９日 ６月27日

１
０
８
０
万
円
計
上

各種介護サービスに
ついて（市ＨＰ）

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
物
価
高
騰

対
策
支
援
金
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厚
生
経
済
常
任
委
員
会

令
和
５
年
度
末
を
も
っ
て

　

大
和
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
廃
止

５
９

　

厚
生
経
済
常
任
委
員
会
を
５

月
９
日
、
６
月
22
日
に
開
催
し

ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容
を
要

約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

で
直
接
電
話
対
応
す
る
方
法
を

と
る
。

●
６
月
22
日
開
催

■
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

及
び
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

問　

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

指
針
が
、
内
閣
総
理
大
臣
が
定

め
る
指
針
に
改
ま
る
が
、
新
た

な
指
針
が
示
さ
れ
る
の
か
。

答　

監
督
官
庁
が
厚
生
労
働
省

か
ら
内
閣
府
に
変
わ
る
と
い
う

こ
と
に
対
す
る
改
正
で
あ
り
、

指
針
自
体
が
変
わ
る
も
の
で
は

な
い
。

問　

政
府
と
し
て
子
育
て
を
支

援
す
る
こ
と
を
重
大
視
し
て
こ

ど
も
家
庭
庁
を
設
置
し
、
そ
れ

を
内
閣
府
が
所
管
を
す
る
と
い

う
考
え
で
良
い
か
。

答　

国
が
児
童
手
当
の
拡
充
や
、

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
創

設
等
を
予
定
し
て
い
る
と
い
う

情
報
が
あ
る
。
重
要
政
策
を
省

庁
横
断
的
に
実
施
が
で
き
る
よ

う
に
、
こ
ど
も
家
庭
庁
を
中
心

に
こ
ど
も
政
策
を
推
進
し
て
い

く
と
考
え
ら
れ
る
。

■
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管

理
条
例
の
一
部
を
改
正

問　

大
和
福
祉
セ
ン
タ
ー
温
泉

機
器
の
自
動
制
御
盤
は
、
今
ま

で
修
繕
し
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

答　

点
検
は
し
て
い
る
が
、
修

繕
を
し
た
と
い
う
経
過
は
な
い
。

問　

自
動
制
御
盤
は
20
年
経
過

し
て
い
る
が
、
改
修
し
か
方
法

は
な
い
の
か
。

答　

全
部
改
修
を
す
る
し
か
な

い
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
仮
に

改
修
し
た
場
合
は
、
２
０
０
０

万
円
程
度
の
費
用
が
掛
か
る
と

見
込
ん
で
い
る
。

問　

地
域
の
要
望
等
に
留
意
し

な
が
ら
新
し
い
指
定
管
理
者
を

決
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
が
、

現
在
の
指
定
管
理
者
が
こ
れ
か

ら
先
も
継
続
す
る
意
向
は
あ
る

の
か
。

答　

現
在
、
大
和
福
祉
セ
ン
タ

ー
お
よ
び
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
は
や
さ
し
い
手
甲
府
が
、

勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
社

会
福
祉
協
議
会
が
指
定
管
理
者

と
な
っ
て
い
る
。両
社
と
も
、継

続
に
関
し
て
前
向
き
な
姿
勢
を

示
し
て
い
る
。

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

◎
平
塚　

悟　
　

○
丸
山
国
一

　

岡
部
紀
久
雄　
　

青
柳
好
文

　

髙
野
浩
一　
　
　

飯
島
孝
也

　

相
沢
俊
行　
　
　

矢
崎
友
規

令和５年度末に廃止となる大和福祉センター

6
22

常 任 委 員 会
レ ポ ー ト

５月９日 ６月22日

●
５
月
９
日
開
催

■
日
川
渓
谷
緑
の
村
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
改
正

問　

料
金
は
基
準
額
の
１
０
０

分
の
80
か
ら
１
０
０
分
の
１
２

０
ま
で
の
範
囲
内
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
規
定
か
ら
除
外
す
る

と
い
う
の
は
、
こ
の
条
例
か
ら

削
除
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

答　

あ
く
ま
で
游
漁
料
に
関
わ

る
釣
り
堀
料
金
に
関
し
て
の
項

目
だ
け
規
定
か
ら
除
外
す
る
も

の
で
あ
る
。

問　

釣
り
堀
料
金
の
過
徴
収
分

を
返
金
す
る
対
応
は
。

答　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

指
定
管
理
会
社
に
連
絡
す
る
旨

の
掲
載
と
、
指
定
管
理
会
社
で

は
、
現
場
の
窓
口
対
応
と
会
社

第３次甲州市地域
福祉計画
（市ＨＰ）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

よ
り
利
用
し
や
す
く
な
っ
た

　
　
　

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
甲
州

５

６

6

９

８

26

お試し利用が可能となり利用者の増加が期待される
シェアオフィス甲州

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
を
５

月
９
日
、
６
月
８
日
、
26
日
に

開
催
し
ま
し
た
。
主
な
審
査
内

容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

●
５
月
９
日
開
催

■
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

問　

印
鑑
登
録
申
請
時
の
本
人

確
認
が
厳
密
に
な
り
、
よ
り
不

正
が
起
こ
ら
な
く
な
っ
た
と
い

う
こ
と
な
の
か
。

答　

今
ま
で
も
本
人
確
認
は

行
っ
て
い
た
が
明
記
さ
れ
て
な

か
っ
た
た
め
、
条
例
上
、
正
し

く
明
記
し
た
。

問　

多
機
能
端
末
機
で
の
印
鑑

登
録
証
明
書
の
交
付
手
数
料
は

他
市
と
同
じ
か
。

答　

山
梨
市
、
笛
吹
市
と
は
同

じ
料
金
で
あ
る
。

●
６
月
８
日
開
催

■
請
負
契
約
の
締
結
（
大
日
影

ト
ン
ネ
ル
遊
歩
道
補
修
工
事
）

問　

補
修
工
事
の
工
期
は
。

答　

議
決
の
翌
日
か
ら
令
和
５

年
12
月
22
日
ま
で
と
な
っ
て
い

る
。

問　

特
殊
な
工
事
と
の
こ
と
だ

が
対
応
可
能
な
の
か
。
ま
た
ト

ン
ネ
ル
内
の
工
事
と
い
う
こ
と

な
の
で
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
な

ど
懸
念
さ
れ
る
が
対
応
は
。

答　

特
殊
工
事
へ
の
対
応
は
入

札
の
参
加
資
格
の
条
件
と
な
っ

て
い
る
。
一
酸
化
炭
素
中
毒
な

ど
に
つ
い
て
も
打
合
せ
等
を

し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
く
。

■
請
負
契
約
の
締
結
（
塩
山
中

学
校
大
規
模
改
造
工
事
（
建
築

主
体
工
事
））

問　

物
価
高
騰
、
燃
料
費
高
騰

な
ど
、
様
々
な
社
会
情
勢
に
対

す
る
基
本
的
な
考
え
方
は
。

答　

工
事
を
進
め
て
い
く
中
で
、

綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、

計
画
の
変
更
等
に
も
対
応
し
て

い
く
。

●
６
月
26
日
開
催

■
市
税
条
例
の
一
部
改
正

問　

こ
の
改
正
は
、
令
和
６
年

度
か
ら
１
人
１
０
０
０
円
徴
収

さ
れ
る
森
林
環
境
税
に
も
関
係

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。　

答　

令
和
６
年
度
よ
り
森
林
環

境
税
が
賦
課
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
森
林
環
境
税
と
い
う
言
葉
を

追
記
し
て
い
く
。

問　

森
林
環
境
税
に
は
、
減
免

制
度
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の

か
。

答　

生
活
保
護
ま
た
は
前
年
所

得
が
１
３
５
万
円
以
下
で
あ
る

障
害
者
や
ひ
と
り
親
の
方
な
ど

は
非
課
税
と
な
る
。
さ
ら
に
特

別
な
事
情
に
よ
る
場
合
は
減
免

す
る
こ
と
が
で
き
る
。　

■
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
施
設
設
置

及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正

問　

利
用
さ
れ
や
す
く
な
る
改

正
の
内
容
は
。

答　

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

の
お
試
し
利
用
制
度
を
実
施
し
、

使
い
た
い
と
き
に
利
用
で
き
、

そ
の
ま
ま
利
用
者
登
録
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

問　

利
用
者
・
登
録
者
増
に
向

け
て
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

答　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
も
ち
ろ

ん
、
ポ
ス
タ
ー
等
を
積
極
的
に

活
用
し
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

◎
小
林
真
理
子　

○
中
村
勝
彦

　

日
向　

正　
　
　

葊
瀬
明
弘

　

高
畑
一
幸　
　
　

小
野
公
秀

　

佐
藤
浩
美　
　
　

有
賀
公
子

　

荻
原
哲
也

常 任 委 員 会
レ ポ ー ト

シェアオフィス甲州ＨＰ

５月９日 ６月８日 ６月26日
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甲州市議
会広報アンケート甲州市議
会広報アンケート

　この度は「甲州市議会広報７１号」をご覧いただきありがとうございます。より良い広報に
するため、読者アンケートを実施いたします。ご協力くださいますようお願い申し上げます。

皆様のご意見をお聞かせください！

アンケートの回答方法

アンケートの内容と回答用紙（ＦＡＸ番号：0553-32-3122）

アンケートは以上となります。ご協力ありがとうございました。

問５　議会広報を読んで追跡してほしいと思った内容はありますか（自由記述）

問４　議会広報を読んで関心を寄せた内容は何ですか（自由記述）

問３　議会広報をどの段階まで読みますか

①中身を見ずに閉じたまま
②パラパラめくって、そのまま閉じる
③パラパラめくった時に、関心がある見出し等あればその部分を読む
④読んだ記事が難しければそこで閉じる
⑤読んだ記事が面白ければ、関連記事も読みたくなり、時間があれば読む
⑥内容がとても興味深いと思えば、時間がなくても読む。
　そして、他の関心が薄かった記事も読んでみたくなる
⑦その時読んだ記事が理解できなければ進まないが、理解できれば結構読む
⑧そして、次号も読む
⑨面白い内容なら、他人に知らせたくなる。
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問１　お住まい

甲州市内・甲州市外

問２　年齢

20 歳未満・20 代・30 代・40 代・50 代・60 代・70 歳以上

選択問題は、該当する項目に〇を、自由記述はご意見等をご記入お願いします。

下記のいずれかの方法にて回答をお願いします。
● インターネット

● 電子メール
https://forms.gle/FE5PneDRCz7hU1eA6

下記のＵＲＬまたは、ＱＲコードからご回答をお願いします。

アンケート内容を転記して、下記のメール
アドレスまでお送りください。（写真も可）
　gikai5040@gmail.com

● ＦＡＸ
下記の番号までお送りください。
　0553-32-3122

回答期限  令和５年９月３０日（土）まで
回答フォーム

「こうしゅう市議会広報７０号」アンケートにご協力ありがとうございました

皆様からいただいたご意見を、議会
広報や議会活動に生かしてまいりま
す。ご協力ありがとうございました。

今号から議会広報モニター（以下モニター）が
始まりました。モニターの皆さんには議会広報
の企画及び編集、議会全般の広報活動に対する
意見や提案を頂戴します。引き続きモニターを
募集します。
詳細は議会事務局まで（℡：３２－３１２２）

「こうしゅう市議会広報７０号」
アンケート集計結果

問１

お住まい

問２

年 齢

市外　5.6％

市内　94.4％

20 歳未満 5.6％
30 代
　11.1％

40 代
　27.8％50 代

　27.8％

60 代
　11.1％

70 歳以上
16.7％

問３ 一般質問の記事を読んで関心を寄せた内容は何ですか

〇街灯の撤去〇お祭り開催と人口増
加の関係は安易〇中学校部活動の地
域移行、スポ少の施設利用全額免除
〇民生委員の定数など〇急傾斜地の
防災対策〇子ども医療費の拡充〇通
学支援や市の魅力発信が人口増加に
有効か検証〇リサイクル資源の有効
活用〇就農支援定着制度の効果

〇空き店舗活用〇書かない窓口設置
〇上条集落修理修景事業の進捗〇地
域おこし協力隊お試し・インターン
〇空き家の活用〇指定管理施設の効
果検証〇農業の将来像〇交流人口増
加の取り組み〇学校や教育に関する
内容〇帯状疱疹ワクチン〇後継者減
少と地域経済の衰退〇災害対策

問４ 議会広報を読んで追跡してほしいと思った内容はありますか

〇防災用品の補助の検討結果〇粗大ゴ
ミの回収方法の今後〇市民の声が市政
にどう反映されているか〇移住者の子ど
もへの支援〇人口対策〇中学校部活動
の地域移行〇指定管理施設の運営〇子
ども議会の継続的な取り組み

〇インボイス制度運用〇ジェンダー
平等でのトイレなどの施設利用〇地
域おこし協力隊お試し・インターン
の効果〇就農定着支援制度の結果〇
農業と障がい者施設連携〇多様性を
尊重する環境づくりの取り組み

問７ 議会で取り組んでほしいことがありますか

問５ 議会広報でもっと工夫が必要だと
思うところはどこですか（複数回答）

問６ QR コードを読み取って何を見ましたか
（複数回答）

文字が多い 22.2％
文字が小さい 11.1％
写真が少ない 11.1％
用語が難しい 27.8％

内容がわかりづらい 16.7％
その他 38.9％

詳細資料 33.3％
委員会動画 38.9％
見ていない 55.6％

〇市民と議会の対話〇女性議員を増やすための取
り組み〇「問」と「答」がかみ合っていないので、
市民が理解できるよう配慮を〇表紙の写真がよい
〇議会の仕組みについての出前講座をCATVで
放映してほしい〇子どものバス利用充実

〇子育て中の方が関心を持つ内容〇農業振興
は地域や行政で役割を分担して課題解決を〇
子どもの心身の発達のため手間と時間を掛け
てほしい〇 IＣＴ活用だけでなく直接的な体
験機会の提供を〇小さい河川の橋点検〇通学
路歩行者ゾーン等の整備

〇議決結果で全部マル（賛成）はあり得ない
のでは〇前議長への被害届その後〇動画に質
疑のやり取り追加を〇甲州市に生まれ育つ子
どもたちのために思い切った投資を〇行政の
事後報告ではなく、市民との対話の中で作り
上げる市政であって欲しい

アンケート結果

アンケート結果を要約して掲載しています。



発　　　行　甲州市議会
発行責任者　甲州市議会議長
編　　　集　議会広報編集委員会

〒 404-8501　山梨県甲州市塩山上於曽 1085 番地１
TEL.0553-32-2111 内線 3111　FAX.0553-32-3122
メール　gikaijimukyoku@city.koshu.lg.jp

甲州市議会広報No.71

この印刷物は再生紙を使用しています。

■
ア
ジ
サ
イ
が
雨
に
濡
れ
て
青

や
紫
、
ピ
ン
ク
の
色
が
よ
り
鮮

明
に
目
に
映
り
ま
す
。
今
年
の

梅
雨
は
例
年
以
上
に
高
温
で
雨

量
も
多
く
、
桃
や
ぶ
ど
う
へ
の

影
響
が
気
が
か
り
で
す
。
地
球

温
暖
化
は
確
実
に
私
た
ち
の
足

元
に
も
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

■
６
月
定
例
会
の
始
ま
る
前
に
、

若
い
人
に
市
議
会
に
関
心
を
持

ち
甲
州
市
の
未
来
を
と
も
に
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
議
員

全
員
で
手
分
け
し
て
市
内
す
べ

て
の
小
中
学
校
へ
の
出
前
授
業

を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
真
剣
に
話
を
聞
き
、
積
極
的

に
質
問
を
し
て
時
間
が
足
り
な

い
ほ
ど
で
し
た
。
８
月
に
は
子
ど

も
議
会
を
開
催
の
予
定
で
す
。

■
出
前
授
業
の
中
で
「
地
方
自

治
」
と
い
う
言
葉
を
改
め
て
考

え
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
こ
と

は
自
分
た
ち
で
決
め
て
ゆ
く
。

議
会
は
市
民
の
声
を
届
け
る
場

所
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
ま
っ

す
ぐ
な
目
に
思
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
佐
）

■
議
会
広
報
編
集
委
員
会

市
議
会
議
長　
　

岡
部
紀
久
雄

編
集
委
員
長　
　

飯
島　

孝
也

副
委
員
長　
　
　

矢
崎　

友
規

委　

員　
　
　
　

中
村　

勝
彦

委　

員　
　
　
　

髙
野　

浩
一

委　

員　
　
　
　

平
塚　
　

悟

委　

員　
　
　
　

小
野　

公
秀

委　

員　
　
　
　

佐
藤　

浩
美

委　

員　
　
　
　

有
賀　

公
子

委　

員　
　
　
　

荻
原　

哲
也

議会広報紙の質を向上させるため、
あなたの意見が必要です！

甲州市ホームページで
議会広報のバックナンバー
が読めます。

　

夏
の
陽
気
が
漂
う
６
月
下
旬
、
太

陽
の
光
が
溢
れ
る
中
、
放
光
寺
で
は

ア
ジ
サ
イ
の
花
が
咲
き
誇
っ
て
い
ま

し
た
。
風
は
ほ
の
か
に
吹
き
、
花
々

は
そ
っ
と
揺
れ
、
こ
の
静
寂
で
穏
や

か
な
風
景
は
、
訪
れ
る
人
々
に
心
の

平
穏
を
も
た
ら
し
て
い
る
よ
う
で
し

た
。

９月定例会開催予定
日 月 火 水 木 金 土
8/27 28 29 30 31 9/ 1 2

本会議
（開会）

3 4 5 6 7 8 9

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

10 11 12 13 14 15 16

予備日 常任委員会
（厚生経済）

予算審査
特別委員会
（特別会計・
公営企業会計）

常任委員会
（総務文教）

予算審査
特別委員会
（一般会計・
財産区会計）

17 18 19 20 21 22 23

予備日
決算審査

特別委員会
（一般会計・
財産区会計）

決算審査
特別委員会
（一般会計・
財産区会計）

予備日

24 25 26 27 28 29 30
決算審査

特別委員会
（特別会計・
公営企業会計）

決算審査
特別委員会
（特別会計・
公営企業会計）

本会議
（閉会）

○午前10時開会です。（日程変更はホームページ等でご確認ください）
○市議会はどなたでも傍聴できますので、ぜひ議会議場・委員会室
　（市役所本庁舎 ３階）へお越しください。

表
紙
の
写
真

アンケートにご協力ください！
21ページをご覧ください。

アンケートにご意見をお寄せください！

赤
あ か

沢
ざ わ

 果
か

穂
ほ

さん

　「小学３年生の時、兄の少年野球に同
行し、野球に魅了されました。日川高校
野球部では、野球を愛する仲間として誰
もが平等に接してくれ、はつらつな雰囲
気も楽しく、野球を続けることができました。また、冬合宿での厳し
いトレーニングで限界まで自分を追い込む日々でしたが、それが私
の成長にもつながったと感じています。今後は、大学に進学しつつ、
クラブチームで野球を続けたいと思っています。」と情熱をもって語っ
てくれました。

輝く 甲州市民
日川高校３年生

野球部 ～唯一の女子選手～


